
医療法人社団 常仁会 牛久愛和総合病院

医療ソーシャルワーカー（MSW）職のご紹介

Hospitals & Welfare Institutes



◆医療法人社団 常仁会について

全国に病院・老健・特養と全15施設を運営。
それぞれが持つ専門性を活かし、
地域と連携し、本質を追求した
医療・介護サービスを目指しています



◆牛久愛和総合病院とは？！

当院は「ケア・ミックス」型の病院です

当院は、診察科目33科、病床数489床(一般病床391床・療養病床55床・地域包括ケア43床)を有し、
二次救急病院として、年間3000台以上の救急搬送を受入れています。また、同敷地内に特養と老健
も備え、県南地域における地域包括ケアシステムの中心的役割を担っています。

その中で、「すべては患者・地域のために」という基本方針の下、一人一人に寄り添い、
「患者さんのためならば、どんなに時間が掛かっても問題無し」という風土が醸成されています。

新卒入社の皆さんは、入社後は『医療福祉相談室』へ配属となります。
在宅退院支援を主とする「入退院支援部」と連携しながら、入院中の方のみならず、
外来通院中の患者・家族様、地域住民の方々へのきめ細やかな調整連携を行ないます。

【 医療法人社団 常仁会関連施設 】
・人工透析センター ・健康増進施設スポ−ツ・リラックス ・総合健診センター
・介護老人保健施設 春秋園 ・うしく愛和訪問看護ステーション ・うしく総合介護サ−ビス
・特別養護老人ホーム グランヴィラ牛久 ・院内保育施設『マリア・ナーサリー』



制度・関係者を巻き込み、患者さんの側に
立ち、自身の力で問題を解決できるように
サポートすること

◆ＭＳＷ（医療ソーシャルワーカー）とは？！

傷病によって生じた種々の問題を解決し、
安心できる環境を作る支援を行う社会福祉の専門職

ＭＳＷは、自分だけの力では生活課題が解決できない方に対して、
”社会福祉の側面から支援すること“を業務としています。
最終目標は「一人で解決できるようになるように支えること」。

【 Works 】

退院の調整・退院後の環境整備
（自宅環境整備や生活スタイルの提案）

地域の社会資源の紹介・活用

医療的・社会的制度の活用の提案

【 Cases 】
・事故で身体的・精神的に障害を抱えてしまった
・入院費や生活費をどうしたら良いか不安
・治療は終了したけど、通院生活が長引き、不安になってきた

「MSWの本来の業務」

病院のＭＳＷには「退院調整」のイメージが付きまといますが、本来、この業務は一部に過ぎません！



◆ＭＳＷの現状・フィールドを覗いてみよう①

各業態別の特徴とＭＳＷの業務について

※１：参考出典： 厚生労働省大臣官房統計情報部 平成27年(2015)医療施設（動態）調査（東京都区部）削除
（URL) ：http://www.seirei.or.jp/hamamatsu/hama/clinical_indicator/PDF/05.pdf

※２：参考出典：全国回復期リハビリテーション病院協会 第33回研究大会 全国実態調査報告「回復リハ病棟の現状と課題・経年調査の結果
(URL)    : http://plus1co.net/d_data/2019_kakei_repo.pdf

業務の違い ＝ 診療報酬制度における患者一人に対する想いとこだわりの差

急性期 回復期 療養（慢性）期 牛久愛和

平均入院日数 13.6日（※1） 70.1日（※2） ― ケアミックス型
（急性期のみならば約17日）

病院の特徴 退院までの期間が圧倒的に短い
入院可能期間が決まっており、
ベット回転率や退院率などが重視

維持期治療が目的となるため、
「治療終了＝退院」とならない

急性期と慢性期を合わせ持ち、
お一人お一人に合わせられる

業務・時間的制約 非常に多い 急性期と慢性期の中間 時間制約はほぼない
一人ひとりに合わせるため、

必要に合わせ、業務量は増える

MSWの主たる業務
退院支援
課題支援

入・退院支援 入院支援
・退院支援

・入院中の療養支援
・課題支援



◆ＭＳＷの現状・フィールドを覗いてみよう②

各業態別のMSW業務におけるオフレコ情報

当院（ケアミックス型）は、時間を掛けて意思決定を支援できる就業環境

急性期 回復期 療養（慢性）期 牛久愛和

MSWの主たる業務
退院支援
課題支援

入・退院支援 入院支援
・退院支援

・入院中の療養支援
・課題支援

特徴
プラトー時期が見定めにくい上、
治療中から退院支援開始

時間制約が少ない一方で、様々な数
字（回転率・退院率）が求められる
等、営業職要素が強い

「入院率＝利益」のため、他医療機
関から紹介受注に似た営業職要素
が強い

退院後の調整等が業務の中心だが、
課題支援（生活保護申請・キーパー
ソン確認etc）も対応

身に付く
スキル

ＭＳＷ業務全体
短時間での処理能力

退院調整能力 入院調整能力
ＭＳＷ業務全体

傾聴受容・関係調整能力

オフレコ情報
（メリット・デメリット）

専門性は向上するが、
一人一人に向き合いづらい

急性期でその他の課題支援が完了し
ているため、退院調整以外の広範囲

な専門性は学びづらい

ご逝去ありきの対応となるため、
メンタル・モチベーション維持は困難

資格要件不要のため、誰でも働ける

患者のために何をやってもＯＫだが、
一つの支援に時間が掛かる



◆牛久愛和・医療福祉相談室のMSWの業務（調整範囲）とは？

「 地域共創 × ケアミックス 」でＭＳＷ本来の仕事が可能！

キーワードは、利用者との「共創」 ⇒ SWのあるべき姿を実践！

家族支援

有料老人
ホーム

特別養護老人ホーム

老人保健施設

デイサービス

通所リハビリ

訪問看護

介護用品販売

訪問介護

バリアフリー化

成年後見制度

地域交流 患者会

通院治療

行政
警察

かかりつけ医紹介

地域包括支援センター

訪問診療医

ショートスティ

弁護士

居宅支援介護事業所

弁当宅配

牛久愛和のMSW

家族会

療養生活支援

地域資源活用

行政連携

福祉サービス

在宅復帰支援

退院後支援

療養支援他医療機関



●2次救急 ●年3000台の救急搬送受入れ ●診察科目33科、病床数489床 ●ケアミックス ●特養・老健併設
●医療福祉相談室として唯一無二の独立運営（愛和一筋14年目のベテランを筆頭に）

入 職

自ら考え、寄り添えるＳＷのゼネラリストへ

◆牛久愛和ＭＳＷの育成環境について

最終目標は、唯一無二なＭＳＷに成長すること

土台

クレド
（行動指標）

患者さん・家族さんのためならば、 『ALL OK』

研修
振り返り 環境

病時期にとらわれない、ＳＷの研鑽 MSWの本質『権利擁護・意思決定支援』の実践

到達地点



◆牛久愛和・医療相談室 MSWの Standing position（立ち位置）について

車いす生活になり、そのまま自宅に戻れるか微妙な方
がいます。患者さんや家族と、自宅に戻るためには何
が必要か？自宅に戻れないならば施設入所するの
か？・・・・。生活課題に対し、『何をしたいのか？
どうしたいのか？』を患者本人に寄り添い、とことん
今後の生活を一緒に描きます。

一言でいえば、病院内の『まとめ役・世話役』。
病院内を自由に歩き回り、患者さんの希望を病院とし
てのどこまで叶えていくか調整します。例えば、施設
入所が決定後、入所先のナースや主治医、ケアマネ
ジャーとの間に立って、情報の共有や入院期間の調整
などスムーズな生活に向けて対応します。

①生活の伝道者

医療福祉相談室として、3つの立場を念頭に、一人一人と向き合います

②メディカル・オーガナイザー

③患者一人ひとりの守護者

大切にしていることは

「素直に向き合う姿勢」

できるだけ患者本人・家族の希望が叶うような支援者となります。仮に意識が無く搬送されてきて
も、できるだけ本人の希望に沿った治療・生活ができるよう、身寄りを探すことも。そして、その
方と一緒になって、「ご本人であれば、どのような治療を望むか」を相談して考え抜きます。

※牛久愛和の造語



待遇面／福利厚生

◆就業環境について



◆募集要項

選考要項

待遇

応募用件

採用人数

・社会福祉士取得見込みの方

・若干名

・見学or説明会の申し込み
・応募書類の郵送または直接ご提出
・面接（1回）、小論文

選考の流れ

提出書類

・履歴書、成績証明書、卒業見込証明書、健康診断書

勤務体制

勤務時間

休 日

・8:30～17:00（7.5時間勤務）
※当直はございません

・4週9休制（年間114日）
・年次有給休暇（初年度10日付与）
・夏季休暇（4日間）
・慶弔、産前産後・育児、介護休暇

初任給

大学卒 短大・専門卒

基本給 139,200円 132,600円

職務手当 20,000円 20,000円

住宅手当 20,000円 20,000円

皆勤手当 5,000円 5,000円

合計 184,200円 177,600円

・家族（扶養）手当
配偶者12,000円
子供 6,000円(1名につき）

・時間外勤務手当

・役職手当（役職による）

・勤続手当（2年目以降）

・交通費（規定により支給）
自家用車通勤時 片道2キロ以上
公共交通機関 定期代等

・退職金制度：あり（勤続5年以上。施設規定あり）

退職金

職員寮

・家賃25,000円前後（利用者は交通費・住宅手当無し）

・2016年3月完成 ※詳細はHPにて

その他

昇給賞与

・昇給：年1回
・賞与：年2回（6月・12月）



◆福利厚生について①

診療費減免制度

・職員及びその家族（子供、父母、祖父母、及び配偶者及び配偶者父母）を対象に
各種診察費（外来診療、入院診察、歯科外来診察）をそれぞれ1割免除etc（施設規定あり）

・妊婦健診・分娩費等においても免除制度や1/2負担制度あり

年2回健康診断（無料）

インフルエンザワクチンを社員割引にて優先的接種可

健康面のサポートの一例



◆福利厚生（写真館）

～ショップ＆カフェ～ ～焼きたてパンも販売中～

●ショップ＆カフェ

●2つの食堂を完備

●健康増進施設「スポーツ・リラックス」

病院A館7階にあり、勤務終了後に利用している社員多数！1回300円で利用可能です。

一般の方も利用できる食堂「ザ・テラス」 社員のみが利用できる「職員職堂」~定番メニューから栄養満点な各種小鉢も！～

～コンビニ機能も充実～



生活面のサポートの一例

ATM（常陽・筑波）完備

院内健康増進施設「スポーツリラックス」利用（1回300円、上限3000円/月で使い放題）

共済制度の充実（結婚祝い金・出産祝い金・慶弔金etc）

通勤時の無料送迎循環バスの運行（JR牛久駅東口⇔病院の循環）※日祝日は運行無し

無料大型駐車場 複数完備

職員宿舎：あり（1Ｋ・洋室・オートロック・IHキッチン・ウォークインクローゼットなど）

◆福利厚生について②



メッセージ

◆就活生のみなさんへ



◆医療福祉相談室メンバーより

興味がある方は、是非、「牛久愛和総合病院 人事部」までご連絡ください！
病院見学も受け付けています！お気軽にお問合せください！

待ってます

私たちが地域と共創する医療相談支援は、

素直に向き合い、じっくりと「人」と寄り添うところから全てが始まります。

この変化の多い時代であっても

決してITやAIが取って変わることができません。

ぜひ、地域包括ケアシステムの中枢となる

私たちの仕事（真のソーシャルワーク）に興味をもって頂ければ幸いです。


